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一
九
四
二
年
五
月

八
月

南
方
と
文
壇
の
「
知
的
冒
険
者
」
／
井
原
あ
や

一
九
四
二
年
の
五
月
か
ら
八
月
と
い
う
時
間
は
、
戦
局
に
お
い
て
は
、
年
明
け
か
ら
続
い
て
い
た
南
方

の
島
々
に
お
け
る
米
英
軍
の
降
伏
、
そ
し
て
そ
れ
に
か
わ
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
日
本
軍
に
よ
る
上

陸
・
占
領
と
い
う
構
図
が
、
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
大
敗
に
よ
っ
て
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
南
太

平
洋
進
攻
作
戦
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
戦
局
に
沿
う
よ
う
に
国
内
で
は
金

属
回
収
令
に
よ
っ
て
寺
院
の
仏
具
等
の
強
制
供
出
が
始
ま
り
、
現
在
の
夏
の
甲
子
園
（
全
国
高
校
野
球
選

手
権
大
会
）
の
前
身
、
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
の
中
止
も
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
先
の
見
え
な
い
戦
争
に

邁
進
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
局
の
様
子
は
、
文
壇
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
こ
の
時
期
、
一
九
四
一

年
一
一
月
に
徴
用
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
っ
た
井
伏
鱒
二
は
、
陸
軍
の
宣
伝
班
の
一
員

と
し
て
二
カ
月
間
「T

H
E
S
H
O
N
A
N
T
IM
E
S

」
の
編
集
責
任
者
を
つ
と
め
、
そ
の
後
も
「
昭
南
市
の

大
時
計
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
一
九
四
二
・
六
・
二
七
）
を
発
表
、
さ
ら
に
「
花
の
街
」（「
東
京
日
日
新

聞
」「
大
阪
毎
日
新
聞
」
一
九
四
二
・
八
・
一
七
～
一
〇
・
七
）
を
連
載
し
て
い
た
（
滝
口
明
祥
「
占
領
下

の
「
平
和
」、
交
錯
す
る
視
線

『
花
の
町
』」『
井
伏
鱒
二
と
「
ち
ぐ
は
ぐ
」
な
近
代

漂
流
す

る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
二
〇
一
二
・
一
一
、
新
曜
社
）。
も
ち
ろ
ん
、
他
に
も
多
く
の
作
家
が
徴
用
さ
れ
、

日
本
の
野
心
の
矛
先
と
な
っ
た
南
方
を
記
述
す
る
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
五
月
に
は
日
本

文
学
報
国
会
が
結
成
さ
れ
、
文
学
者
た
ち
が
「
報
国
」
の
た
め
に
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
太
宰
治
は
こ
の
時
期
、
五
月
に
「
水
仙
」（「
改
造
」）
と
小
説
集
『
老
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
』（
竹
村
書
房
）
を
発
表
、
続
く
六
月
に
は
中
篇
書
き
下
ろ
し
小
説
『
正
義
と
微
笑
』（
錦
城
出
版
社
）、

な
ら
び
に
女
性
一
人
称
小
説
の
み
を
集
め
た
創
作
集
『
女
性
』（
博
文
館
）
を
出
版
、
そ
し
て
七
月
に
は

「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」（「
新
潮
」）
を
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
胸
部
疾
患
の
た
め
徴
用
免
除
と
な
り
、
他
の

作
家
の
よ
う
に
南
方
へ
赴
い
て
報
告
記
や
従
軍
記
を
記
す
こ
と
の
な
か
っ
た
太
宰
は
、
右
に
挙
げ
た
創
作

活
動
の
一
方
で
、「
六
月
末
頃
か
ら
、
し
ば
し
ば
丙
種
点
呼
の
召
集
を
受
け
、
突
撃
の
練
習
、「
勅
諭
」
や

井原あや

【
戦
局
】

▼
5
月

・
日
本
軍
が
ビ
ル
マ
の
マ
ン
ダ
レ
ー
を
占
領

・
マ
ニ
ラ
湾
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
の
米
軍
が
降

伏
・
珊
瑚
海
海
戦

・
閣
議
、
大
政
翼
賛
会
改
組
を
決
定

▼
6
月

・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
。
日
本
軍
、
空
母
四

隻
を
失
い
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
作
戦
を
中
止

・
キ
ス
カ
島
、
ア
ッ
ツ
島
に
上
陸

▼
7
月

・
大
本
営
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
敗
戦
に
よ
り
、

南
太
平
洋
進
攻
作
戦
を
中
止

▼
8
月

・
米
海
兵
一
個
師
団
が
ソ
ロ
モ
ン
群
島
の
ツ

ラ
ギ
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
上
陸

・
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
周
辺
海
域
で
第
一
次
・

第
二
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦

・
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
奪
回
の
た
め
上
陸
し
た

一
木
支
隊
が
ほ
ぼ
全
滅
す
る

・
独
軍
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
攻
撃
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「
軍
人
の
心
得
」
の
勉
強
な
ど
を
し
た
と
い
う
」（『
太
宰
治
の
年
譜
』）。
こ
の
「
丙
種
点
呼
の
召
集
」
に
よ
っ

て
軍
事
教
練
に
参
加
す
る
自
ら
の
姿
に
つ
い
て
、
太
宰
は
知
人
た
ち
へ
の
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
（
以
下
、
書
簡
は
全
て
『
太
宰
治
全
集

第
一
二
巻
』
一
九
九
九
・
四
、
筑
摩
書
房
よ
り
引
用
）。

私
は
昨
日
か
ら
、
ま
た
も
や
点
呼
の
軍
事
教
練
で
、
突
撃
！
ワ
ア
ツ
！
な
ど
の
稽
古
。
け
ふ
も
、
こ

れ
か
ら
出
か
け
る
の
で
す
。
七
月
六
日
に
点
呼
の
本
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

（
一
九
四
二
・
六
・
二
九
、
山
岸
外
史
宛
）

私
は
明
後
日
の
点
呼
で
、
け
ふ
は
勅
諭
や
軍
人
の
心
得
な
ど
勉
強
し
て
居
り
ま
す
。
こ
と
し
の
九
月

に
は
召
集
が
あ
る
と
い
ふ
話
で
す
。
教
練
に
参
加
し
て
突
撃
の
稽
古
な
ど
致
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

熱
を
出
し
て
本
当
に
心
細
い
兵
隊
で
あ
り
ま
す
。
点
呼
が
済
ん
だ
ら
、
十
日
ほ
ど
山
の
温
泉
へ
で
も

行
つ
て
静
養
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
よ
い
機
会
に
四
谷
へ
遊
び
に
行
か
う
か
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。

（
一
九
四
二
・
七
・
四
、
竹
村
書
房

竹
村
坦
宛
）

私
は
点
呼
や
何
か
で
、
こ
の
夏
は
少
し
か
ら
だ
工
合
ひ
を
わ
る
く
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
山
へ
で
も
行

つ
て
少
し
静
養
し
て
来
る
つ
も
り
で
す
。

（
一
九
四
二
・
八
・
七
、
博
文
館
出
版
部

石
光
葆
宛
）

軍
事
教
練
に
参
加
し
て
「
突
撃
！
ワ
ア
ツ
！
」
と
「
突
撃
の
稽
古
な
ど
」
を
す
れ
ば
「
す
ぐ
に
熱
を
出

し
て
」
し
ま
い
、「
か
ら
だ
工
合
ひ
を
わ
る
く
」
す
る
姿
は
、
と
も
す
れ
ば
滑
稽
味
を
帯
び
て
戯
画
化
さ
れ

た
姿
に
さ
え
も
見
え
る
。
ま
た
、「
点
呼
が
済
ん
だ
ら
、」「
山
の
温
泉
へ
で
も
行
つ
て
静
養
し
て
」
な
ど
、

病
弱
そ
う
に
見
え
て
ど
こ
か
暢
気
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
さ
に
本
人
の
言
う
通
り
「
心
細
い
兵
隊
」
で
し

か
な
い
。
し
か
し
こ
の
「
心
細
い
兵
隊
」
は
、
ひ
と
た
び
作
家
に
戻
れ
ば
、
先
述
の
通
り
毎
月
の
よ
う
に

小
説
集
を
刊
行
し
、
雑
誌
に
も
小
説
を
発
表
す
る
と
い
う
旺
盛
な
書
き
ぶ
り
を
見
せ
て
い
た
。

こ
う
し
た
太
宰
の
創
作
態
度
や
小
説
は
、
当
時
い
か
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
上

林
暁
に
よ
る
「
水
仙
」
の
評
と
、
内
海
伸
平
に
よ
る
『
正
義
と
微
笑
』
の
評
を
挙
げ
て
み
た
い
。

現
在
、
太
宰
治
氏
が
目
立
つ
の
は
、
彼
が
一
種
の
冒
険
者
で
あ
る
か
ら
だ
。「
水
仙
」
の
面
白
さ
は
、

逆
説
の
面
白
さ
で
、
菊
池
寛
氏
が
「
忠
直
卿
行
状
記
」
で
試
み
た
逆
説
を
、
太
宰
氏
は
も
う
一
度
ひ

太宰治と戦争1941-1945

【
社
会
】

▼
5
月

・
金
属
回
収
令
に
よ
り
寺
院
の
仏
具
や
梵
鐘

等
、
強
制
供
出

・
「
大
東
亜
建
設
に
処
す
る
文
教
政
策
」
を

大
東
亜
建
設
審
議
会
が
決
定

▼
6
月

・
郵
便
局
で
「
弾
丸
切
手
」
（
割
増
金
付
切

手
債
券
）
が
発
売
さ
れ
る

・
日
銀
が
、
タ
イ
国
大
蔵
省
と
二
億
円
の
借

款
供
与
に
関
す
る
協
定
に
調
印

▼
7
月

・
高
等
女
学
校
の
英
語
を
随
意
科
目
と
し
、

週
三
時
間
以
内
と
す
る
と
文
部
省
が
通
牒

・
朝
日
新
聞
社
が
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会

の
中
止
を
発
表

・
情
報
局
が
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
福
岡

地
区
の
主
要
新
聞
統
合
案
大
綱
を
決
定

▼
8
月

・
「
南
方
諸
地
域
日
本
語
教
育
並
普
及
ニ
関

ス
ル
件
」
を
閣
議
決
定
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つ
く
り
か
へ
し
て
ゐ
る
の
だ
。（
略
）
そ
の
や
う
な
斬
新
な
逆
説
が
、
常
識
と
し
て
通
用
す
る
や
う
に

な
つ
た
の
は
、
菊
池
氏
の
功
績
だ
が
、
常
識
と
な
る
と
と
も
に
、
逆
説
と
し
て
の
力
が
喪
は
れ
て
ゐ

た
。
太
宰
氏
は
、
そ
の
上
に
も
う
一
つ
斬
新
な
逆
説
を
樹
て
た
の
だ
。（
略
）
最
近
の
氏
の
仕
事
に
は
、

心
理
的
な
、
知
的
な
冒
険
が
企
て
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
を
感
ず
る
。
こ
の
や
う
な
知
的
冒
険
者
は
、
現

在
の
文
壇
に
、
殆
ん
ど
見
当
ら
ぬ
と
言
つ
て
い
い
。

（
上
林
暁
「
文
学
的
冒
険
者
（
文
芸
時
評
）」「
文
藝
」
一
九
四
二
・
六
）

太
宰
を
ど
ん
な
ふ
う
に
論
じ
て
ゆ
か
う
か
と
困
り
果
て
た
所
で
、
近
作
「
正
義
と
微
笑
」
を
読
む
。

大
変
楽
し
く
読
ん
だ
。
そ
れ
が
何
よ
り
も
私
に
は
嬉
し
か
つ
た
。
薄
汚
い
身
上
噺
で
終
始
し
て
ゐ
る

私
小
説
。
歴
史
小
説
と
レ
ツ
テ
ル
を
貼
つ
た
お
か
げ
で
動
き
の
と
れ
な
く
な
つ
た
客
観
小
説
。
そ
れ

や
こ
れ
や
で
ち
つ
と
も
面
白
く
な
く
な
つ
た
此
の
頃
の
小
説
。
既
に
読
む
気
は
し
な
い
。
そ
ん
な
中

で
は
太
宰
の
小
説
は
と
も
か
く
面
白
い
。
楽
し
い
。
若
さ
が
あ
る
。「
正
義
と
微
笑
」
の
よ
さ
も
、
そ

の
一
点
に
つ
き
る
。
健
康
な
青
春
文
学
と
云
へ
よ
う
。
而
も
之
が
近
代
文
学
の
最
後
の
青
春
文
学
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
淋
し
い
話
で
あ
る
。

（
内
海
伸
平
「
太
宰
治
論
」「
赤
門
文
学
」
一
九
四
二
・
九
）

「
こ
の
や
う
な
知
的
冒
険
者
は
、
現
在
の
文
壇
に
、
殆
ん
ど
見
当
ら
ぬ
」
と
称
賛
す
る
上
林
と
、「
ち
つ

と
も
面
白
く
な
く
な
つ
た
此
の
頃
の
小
説
」
の
中
で
「
太
宰
の
小
説
は
と
も
か
く
面
白
い
」
と
評
価
す
る

内
海
。
い
ず
れ
の
評
も
、
当
時
の
文
壇
に
あ
っ
て
い
か
に
太
宰
が
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
示
す
証
で

あ
る
。

戦
時
下
の
太
宰
に
つ
い
て
紅
野
謙
介
は
、「
賛
成
す
る
に
せ
よ
、
反
対
す
る
に
せ
よ
、
き
ま
じ
め
に
戦
争

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
至
上
命
題
を
、
太
宰
治
は
斜
め
に
見
て
い
た
」（「
太
平
洋
戦
争

前
後
の
時
代

戦
中
か
ら
占
領
期
へ
の
連
続
と
非
連
続
」、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
争
と
文
学
別
巻
『〈
戦
争

と
文
学
〉
案
内
』）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
自
嘲
す
る
よ
う
に
「
心
細
い
兵
隊
」
呼
ぶ
姿
は
、
ま
さ
に
戦
争

を
「
斜
め
に
見
て
い
た
」
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
の
依
頼
に
応
じ
て

井原あや

【
文
化
】

▼
5
月

・
日
本
文
学
報
国
会
設
立
（
文
芸
家
協
会
解

散
）

・
佐
藤
春
夫「
図
南
の
鵬

山
田
長
政
の
一
生
」

（「
週
刊
小
国
民
」

日
～
8
月
9
日
）

17

・
上
林
暁
「
マ
レ
ー
作
戦
報
告
を
読
ん
で
」

（「
文
藝
」）

▼
6
月

・
徳
富
蘇
峰
を
会
長
に
日
本
文
学
報
国
会
の

発
会
式
が
行
わ
れ
る

・
高
見
順
「
マ
ン
ダ
レ
ー
入
城
」（「
現
地
報

告
」）

・
井
伏
鱒
二
「
昭
南
市
の
大
時
計
」（「
東
京

日
日
新
聞
」

日
）

27

・
林
芙
美
子
「
海
軍
兵
学
校
訪
問
」（「
婦
人

朝
日
」）

▼
7
月

・
奥
村
喜
和
男
「
大
東
亜
戦
争
と
文
学
者
の

使
命

日
本
文
学
報
国
会
に
寄
す

」

（「
新
潮
」）

▼
8
月

・
寒
川
光
太
郎
「
ボ
ル
ネ
オ
紀
行
」（「
新
潮
」）
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執
筆
し
た
も
の
の
、
時
局
に
相
応
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で
掲
載
不
可
と
な
っ
た
「
待
つ
」
を
創
作
集

『
女
性
』
の
末
尾
に
入
れ
込
ん
だ
（『
太
宰
治
の
年
譜
』）
は
い
い
が
、「「
待
つ
」
と
い
ふ
題
は
、
い
よ
い

よ
、
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
ら
ぬ
誤
解
を
受
け
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
か
、
題
を
「
青
春
」

と
改
め
て
下
さ
い
ま
し
」（
一
九
四
二
・
三
・
二
九
、
博
文
館
出
版
部
文
芸
課
石
光
葆
宛
）
と
注
意
深
く
時

局
と
も
向
き
合
お
う
と
し
て
は
い
る
（「
待
つ
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
太
宰
治
「
待
つ
」
論

「
京
都

帝
国
大
学
新
聞
」
と
の
関
連
を
踏
ま
え
つ
つ
」「
大
妻
国
文
」
二
〇
〇
三
・
三
を
参
照
）。
し
か
し
、
先
ほ

ど
の
評
か
ら
考
え
る
限
り
、
当
時
の
文
壇
が
南
方
へ
の
ま
な
ざ
し
を
強
め
る
な
か
で
、
軍
事
教
練
も
ま
と

も
に
出
来
な
い
「
心
細
い
兵
隊
」
は
、「
知
的
な
冒
険
」
を
企
て
る
「
冒
険
者
」
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い

た
の
だ
。

そ
う
し
た
「
冒
険
者
」
と
し
て
の
太
宰
の
姿
は
、「
花
火
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
出
来
事
に
も
見
え
る
。
太

宰
は
こ
の
時
期
、
八
月
一
一
日
頃
か
ら
所
謂
「
日
大
生
殺
し
」
と
呼
ば
れ
た
事
件
を
も
と
に
「
花
火
」
を

執
筆
し
て
い
た
。
こ
の
「
花
火
」
は
、
当
初
「
八
雲
」
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
「
八
月
末
頃
に
脱
稿
し
た
」

よ
う
だ
が
、「
八
雲
」
を
編
輯
す
る
加
納
正
吉
が
「
時
局
に
相
応
し
く
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て

掲
載
を
見
合
せ
」（『
太
宰
治
の
年
譜
』）、
そ
の
後
、「
文
藝
」（
一
九
四
二
・
一
〇
）
に
掲
載
さ
れ
る
も
、

直
後
に
削
除
を
命
じ
ら
れ
た
小
説
で
あ
る
。

「
花
火
」
は
、
戦
時
下
に
不
良
の
事
を
書
い
た
も
の
を
発
表
す
る
の
は
ど
う
か
、
と
い
ふ
の
で
削
除

に
な
つ
た
の
だ
さ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
あ
の
一
作
に
限
ら
れ
た
事
で
、
作
家
の
今
後
の
活
動
は
一
向

さ
し
つ
か
へ
な
い
と
い
ふ
事
だ
さ
う
で
、
ま
あ
、
私
も
悠
然
と
仕
事
を
つ
づ
け
て
行
き
ま
す
。（
略
）

／
今
月
の
二
十
日
頃
ま
で
に
、
短
篇
な
ど
の
仕
事
を
全
部
片
づ
け
て
、
そ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
「
実

朝
」
に
と
り
か
か
る
つ
も
り
。

（
一
九
四
二
・
一
〇
・
一
七
、
高
梨
一
男
宛
）

削
除
を
命
じ
ら
れ
て
も
、「
悠
然
と
仕
事
を
つ
づ
け
て
」
行
く
決
意
。
文
壇
の
「
知
的
冒
険
者
」
は
、
八

月
以
降
も
さ
ら
に
旺
盛
な
創
作
欲
を
見
せ
て
い
く
。
そ
れ
は
ま
る
で
、「
実
朝
」

『
右
大
臣
実
朝
』

（
一
九
四
三
・
九
、
錦
城
出
版
社
）
に
向
け
た
新
た
な
「
冒
険
」
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
。

太宰治と戦争1941-1945

【
代
表
作
】

▼
5
月

・
太
宰
治
「
水
仙
」（「
改
造
」）

・
武
者
小
路
実
篤
『
大
東
亜
戦
争
私
感
』（
河

出
書
房
）

・
太
宰
治
『
老
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』（
竹
村

書
房
）

▼
6
月

・
太
宰
治
『
正
義
と
微
笑
』（
錦
城
出
版
社
）

・
太
宰
治
『
女
性
』（
博
文
館
）

・
坂
口
安
吾
「
真
珠
」（「
文
藝
」）

▼
7
月

・
岩
田
豊
雄
「
海
軍
」（「
朝
日
新
聞
」
1
日

～

月

日
）

12

24

・
太
宰
治
「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」（「
新
潮
」）

・
中
島
敦
『
光
と
風
と
夢
』（
筑
摩
書
房
）

▼
8
月

・
井
伏
鱒
二
「
花
の
街
」（「
東
京
日
日
新
聞
」

「
大
阪
毎
日
新
聞
」

日
～

月
7
日
）

17

10


